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（仮称）新・新潟市農業構想の施策の体系図（案）
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基本方針 施策 

販売力のある主食用米づくり 

水田フル活用による作物づくり 

低コストな米づくり 

品質の確保された農畜産物の生産 

安定した生産量の確保 

地産・地消の推進 

ブランド化の推進 

効率的な経営の確立

農家の連携の強化

農地の保全･活用 

優良農地の整備促進 

施設老朽化に対する効率的な保全対策 

環境保全型農業の推進 

資源循環型社会の形成 

防災機能の向上 

魅力ある田園集落づくりの推進 

１．競争力のある食と花の確立 

  （生産・販売に関する方針） 

(1) 売れる米づくり 

(3)食料基地からの発信

２．意欲ある多様な担い手の確保・育成 

  （担い手に関する方針） 

３．力強い農業生産基盤等の整備・保全 

  （農業生産基盤に関する方針） 

(1)優良農地の確保 

４．魅力ある田園環境の創出 

  （農業と環境の共生に関する方針）

(1)環境にやさしい農業の推進 

(2)多面的機能のさらなる発揮

国内の販路拡大・輸出の促進 

５．豊かな農業を愉しむ取り組みの推進 

  （交流に関する方針） 

食育･花育の推進 

農村･都市交流の推進 
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新たな品種への取り組み 

新規就農者・農業生産法人等の確保・育成 
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(2)消費者の期待に応える園芸・畜産の確立 
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低平地を支える農業農村整備の推進 
(2)農業水利施設の整備・保全管理
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教育ファームの推進 
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環境に配慮した整備の推進 19

取り組み 

①高品質で販売力のあるコシヒカリづくり 

②需要に応じた品種による主食用米づくり 

③安心・安全な米づくり 

①非主食用米の生産推進 

②多収穫米の栽培推進 

③新形質米の生産推進 

④大豆等の土地利用複合営農の推進 

①低コスト・省力技術の普及 

②ＩＣＴの導入推進 

①安心・安全な農畜産物の生産 

②栽培技術の定着による品質確保 

③ＩＣＴの導入による品質確保 

①安定生産技術の確立 

②作業ピーク時の労働力確保 

①新たな産地形成 

②園芸複合経営 

①市内への販路拡大 

②農畜産物の安定供給 

③消費者のニーズを把握する仕組みの構築 

①品目ごとの特性を踏まえたブランド戦略 

②新潟市自体のブランド化 

③農畜産物の高付加価値化 

①品目ごとの特性を踏まえた販売戦略 

②農畜産物輸出の促進 

①農家の経営の安定化 

②農地集積・集約化の推進 

③経営の多角化の推進 

①幅広い多様な人材・企業の受入れ促進 

②担い手に育つまでの支援体制の整備 

①地域複合経営の取り組み促進 

②作業ピーク時の労働力確保・作業省力化の推進

③農業水路等の維持に関する共同作業の促進 

①農業振興地域整備計画の管理 

②農地流動化の促進 

③畑地・樹園地の有効活用 

④耕作放棄地の解消 

①ほ場整備の推進 

②農地の高度な活用 

③末端排水路のきめ細やかな整備 

①ストックマネジメントの推進 

①農業農村整備事業の推進 

①環境への負荷の少ない農業の推進 

①景観・自然に配慮した用排水路整備 

①資源の循環利用・バイオマスの利活用推進 

①農地・排水施設の防災機能の向上 

①魅力ある田園集落づくり 

②豊かな自然の保全と創出 

③文化の継承 

①食育の推進 

②花育の推進 

①都市型グリーン・ツーリズムの推進 

②市民農園等の取り組み推進 

③農業サポーターシステムの推進 

④地域を支えるサポーターづくり 

①「新潟発 わくわく教育ファーム」の推進 

農家所得の向上13 ①６次産業化・農商工連携の推進 


